
２．健康で生きがいを持てる暮らしの充実

（３）高齢者の地域生活支援の充実

（評価担当者）

健康福祉部長 小林 恵太

■基本施策が目指す姿

■関連する分野別計画

■成果指標
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■市民アンケート調査

■総合評価

5
重要度

　高齢者の増加や多様化・複雑化する相談内容に対応するため、基幹型包括支援センター１か所、地域包括支援センター2か所を設置し、
地域包括ケアシステムの深化・推進に取り組む。市内で既に立ち上がった「ちょこボラ」を継続支援しつつ、生活支援コーディネーターとの連携
により他の地域まちづくり協議会への働きかけを強化し、全市的展開に繋げる。介護予防については、シルバー人材センターのQOL支援事業
の見直しを検討し、アフターコロナに対応したオンラインを活用した新しい取り組みや、地域特性に応じた介護予防活動の推進について、地域
での取り組みを推進していく。認知症施策については、認知症高齢者に対する賠償責任保険制度など新たな支援に取り組むとともに、成年後
見制度の相談体制や中核機関の整備を進める。

Ｂ
　地域住民が互いに支え合い、生活支援活動や住民主体の通いの場を充実させる事業「ちょこボラ」を推進するため、
活動に係る準備経費や運営経費の一部を補助するための制度整備を行ったことにより、住民同士の支え合いのしくみづ
くりを支援できた。新型コロナウイルス感染症の影響により介護予防教室やサロンの開催回数は減少したが、感染対策を
とりながら実施した。また、高齢者フレイル予防支援事業を実施したことにより、高齢者の困りごとや健康状況が確認でき
ることで、フレイル予防につながり、介護予防の取り組みを推進できた。認知症の人とその家族を地域で支援する支援者
づくりに取り組み、様々な角度から認知症施策を推進した。一方で、ちょこボラの全市的な展開に繋がらなかったことや、
シルバー人材センター登録者や老人クラブ会員の減少などの課題から総合判定をBとした。まずまず進んでいる

反省点・課題

　高齢者人口の増加に伴う相談件数の増加や事例の多様化に対応するため、地域包括支援センターの機能を強化し、相談体制の充実が求
められる。また、住民主体の介護予防と生活支援を一体的に展開できるちょこボラの全市的な広がりに向け、体制づくりを支援していく必要が
ある。さらに、コロナ禍で顕著となった高齢者のフレイル予防や引きこもり防止の観点から、地域における支援見守り体制の強化とともに、老人ク
ラブなどの団体の在り方や活動についてアフターコロナを見据えた検討が必要である。認知症施策については、住み慣れた地域で安心して暮
らし続けていけるよう「認知症バリアフリー」の実現に向け、認知症の高齢者とその家族を支援する制度の拡充や成年後見制度の相談、後見
人への継続的な支援機能など、地域において自立した生活をサポートする機関の整備が求められている。

今後の展開方針

満足度

総合判定 左記の総合判定とした理由

今後も進行する高齢化社会を見据え、重要
度は以前と高い数値となっている。満足度は
当初に比べて上昇しており、地域包括セン
ターによる相談体制の充実や、サロン活動な
どの身近に通える場が増えたことによるものと
考えられる。コロナ過でサロン活動は停滞す
るものの、令和3年度より、基幹型地域包括
支援センター1カ所、地域包括支援センター
2カ所の設置など、相談体制を充実させ、更
なる満足度の上昇を図る。

満足度 ▲ 0.56 ▲ 0.47 ▲ 0.53

満足度

4
重要度
満足度

3
重要度

2 高齢者への介護サービスが充実している
重要度 1.43 1.38

項目
現状値
[H27]

１次
[H30]

２次
[R2]

市民アンケートの考察

1.34
満足度 ▲ 0.14 ▲ 0.05 ▲ 0.05

1
高齢者が生きがいを持って安心して生活で
きる環境が整っている

重要度 1.36 1.25 1.24

12
認知症初期集中支援チームの高齢
者及びその家族への支援件数

件 1 H27 3 10 12 6

15

総合事業で高齢者に通いの場
を提供する地域の団体等の数

団体 - H27 100 112 119 113 30

在宅医療を実施する市内医療
機関数

機関 9 H27 10 10 9 10

施策評価シート（令和２年度）

(基本施策の大綱)

(基本施策)

　高齢者が、必要な介護・福祉サービスを受けながら、住み慣れた地域で安心して暮らしています。

　亀山市高齢者福祉計画

現状値
実績値

目標値
単位 H29 H30 R1 R2 R3



（施策の方向に関する評価）
施策の方向①　　地域包括ケアの推進
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/

/

施策の方向②　　介護予防の推進

/

/

施策の方向③　　高齢者の生活と生きがいづくりの支援

/

/

/

/

/

/

/

/

事
業
以
外

の
取
組

内容 活動 成果

Ｂ

4014-2 害虫駆除対策費 標 156 123 Ｂ Ｂ

3227 高齢者タクシー料金助成事業 標 1,830 1,043 Ｂ

Ａ

3027 給付事業（在宅高齢者介護支援事業） 標 1,171 1,082 Ａ Ａ

3026 福祉事業（在宅高齢者介護支援事業） 標 3,448 3,262 Ａ

11,400 Ａ Ａ

3025 団体支援事業（在宅高齢者介護支援事業） 標 2,716 2,077 Ａ Ａ

成果

17048 介護保険地域支援事業（任意事業） 主 24,218 21,671 Ｂ Ｂ

関
連
事
業

番号 事務事業の名称 区分 予算額/決算額 [千円] 活動

3009-2 地域団体支援事業（シルバー人材センター） 標 11,400

3083 高齢者保健福祉計画策定事業 標 630 281 Ａ

（個別判定）

活
動

【施策に対し、どのような取り組みを行ったか】

評
価

【左記の活動により、施策は推進できているか】

Ａ
　高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、介
護用品の支給、配食サービスや緊急通報システム、電
話健康相談などの生活支援やタクシー料金助成事業の
外出支援を行った。また、高齢者の生きがいづくりの場と
して、シルバー人材センターや老人クラブの活動を支援
した。

　必要な人に必要な支援を行うことで、高齢者が地域で
自立した生活ができるよう推進した。また、シルバー人材
センターや老人クラブへの補助金交付を継続して行うこ
とで、高齢者の就労の場づくりや介護予防につながっ
た。

順調に進んでいる

事
業
以
外

の
取
組

内容 活動 成果

成果

17047 介護保険地域支援事業（総合事業） 主 21,118 14,356 Ａ Ａ

関
連
事
業

番号 事務事業の名称 区分 予算額/決算額 [千円] 活動

（個別判定）

活
動

【施策に対し、どのような取り組みを行ったか】

評
価

【左記の活動により、施策は推進できているか】

Ａ
　高齢者が介護を受けずに暮らしを営めるよう、介護予
防啓発事業として介護予防教室・サロン・体操教室など
の介護予防・生活支援サービスを行った。介護予防教
室では、延べ32回、387人が参加し、出張介護予防教
室では延べ15回、203人が参加した。

　新型コロナウイルス感染症の影響により介護予防教室
やサロンの開催回数は減少したが、感染対策をとりなが
ら実施した。また、高齢者フレイル予防支援事業を実施
したことにより、高齢者の困りごとや健康状況が確認でき
ることで、フレイル予防につながり、介護予防の取り組み
を推進できた。

順調に進んでいる

事
業
以
外

の
取
組

内容 活動 成果

17048 介護保険地域支援事業（任意事業） 主 24,218 21,671 Ｂ Ｂ

17050 地域包括支援事業（社会保障充実分） 主 24,171 23,075 Ｂ Ｂ

Ａ

（個別判定）

活
動

【施策に対し、どのような取り組みを行ったか】

評
価

【左記の活動により、施策は推進できているか】

Ｂ
　地域住民が互いに支え合い、生活支援活動や住民主
体の通いの場を充実させる事業「ちょこボラ」を推進する
ため、活動に係る準備経費や運営経費の一部を補助す
るための制度整備を行った。今年度は２団体が立ち上
げ、住民同士の支え合いのしくみづくりを進めることがで
きた。

　「ちょこボラ」を利用することで、利用者が住み慣れた
地域に住み続けられる体制づくりを推進することが出来
た。地域包括支援センターでは、個別ケースの地域ケア
会議を開催するなど体制整備が進んだ。また、生活支
援コーディネーターが連携することで、地域のニーズ調
査や地域資源の把握に努めることができた。

まずまず進んでいる

成果

17047 介護保険地域支援事業（総合事業） 主 21,118 14,356 Ａ Ａ
関
連
事
業

番号 事務事業の名称 区分 予算額/決算額 [千円] 活動



施策の方向④　　認知症高齢者等対策の推進

/

/

事
業
以
外

の
取
組

内容 活動 成果

成果

17050 地域包括支援事業（社会保障充実分） 主 24,171 23,075 Ｂ Ｂ

関
連
事
業

番号 事務事業の名称 区分 予算額/決算額 [千円] 活動

（個別判定）

活
動

【施策に対し、どのような取り組みを行ったか】

評
価

【左記の活動により、施策は推進できているか】

Ｂ
　世界アルツハイマー月間を利用した市民公開講座の
開催や図書館での特設コーナーの設置、認知症あんし
んブックの活用を通じて普及啓発活動に努めた。また、
ボランティアとして地域での認知症に関する支援を行う
ため、認知症サポーター養成講座、認知症スタートアッ
プ講座及び実践研修を受講した人で「チームかめやま」
を立ち上げた。

　各種啓発活動や亀山医師会等の多職種により構成さ
れている認知症初期集中支援チームによる支援により、
認知症に関する市民の理解促進や相談体制の充実に
努めることができた。さらに、認知症の人とその家族を地
域で支援する支援者づくりにも取り組み、様々な角度か
ら認知症施策を推進できた。

まずまず進んでいる


